
 
 

 
 
 
 
 

２学期がスタート！ 

「ほめる」から始め、笑顔いっぱいの若楠っ子にしましょう！ 

２学期も、子どもたちが学校や家庭、地域の中で「自分で考えて行動する」ことができるよう、引

き続き取り組みます。夏休み中や登校日に話をした子どもたちからは、自分で頑張ろうと思ったこ

とができたことや宿題を全部終わらせたことなど、嬉しい子どもたちの声を聞くことができました。中

には、「もう〇年生だから」と誇らしげに報告した子どももいました。子どもたちがそれぞれに夏休み

中にできていることを認め、「ほめる」から２学期をスタートしたいと思います。 

  先日、佐賀市人権･同和教育夏期講座で、講師の工藤弘さんによる「幸せの空間づくり」の

講演がありました。その中で特に心に残った話が、「今日よかったこと」「してもらってよかったこと」

「人の役に立てたこと」を家庭の会話にすることが子どもの幸せ感となり、学校での幸せ感につな

がるというものです。会話の中で、子どもたちへの「ありがとう」や「よかったね」等のプラスの言葉が

増えますね。子どもたちが「やってよかった」「楽しかった」と思える言葉かけを増やし、家庭や学

校、地域の中で、子どもたちが笑顔で過ごすことができるようにしていきたいと思います。 
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８月２９日(火) いじめ・いのちを考える日 ２学期始業式  １１:３０下校 

  ３０日(水) ゴジラの会(６年) 午前中３時間授業    １１:３０下校 

３１日(木) 給食開始 発育測定・視力検査(５･６年) 

９月 １日(金) 地震火災避難訓練 発育測定・視力検査(３･４年)  

西九州大学「学校体験」オリエンテーション 

   ４日(月) 西九州大学「学校体験」(～８日) 発育測定・視力検査(１･２年) 

        ＰＴＡ本部役員会 

   ６日(水) ひびきタイム    ※若楠公民館「通学合宿」(～９日) 

７日(木) スクール・カウンセラー来校(午前) 

９日(土) ※地域子ども教室 

  １１日(月) 【特別校時５時間授業】 1４：３０下校 ＰＴＡ運営委員会 

１２日(火) 屈折検査(１年)  

  １３日(水) ひびきタイム 体育大会実行委員会(６年) 

  １８日(月) 祝日 敬老の日 

  ２０日(水) 健康タイム 

  ２３日(土) 祝日 春分の日  ※地域子ども教室 

  ２５日(月) 体育大会実行委員会(６年) 

２６日(火) 【５時間授業】(～２９日) 1４：５５下校 

  ２７日(水) 全校昼会 

２９日(金) ５年生親子ふれあい活動 

校納金口座振替日 ９月５日 

毎月の引き落としが確実にで
きるよう、早めに口座残高の確
認・入金をお願いします。 



「平和を願う会」  ７月１９日 
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学校教育目標   夢をもち、明るく笑顔で生き生きとチャレンジする児童の育成 

西九州大学２年生が「学校体験」をします！９月４日～８日 

８月１７日に開催した第２回学校運営協議会では、１学期の教育活動を報告し、学校評
価アンケートの結果や２学期の取組について協議をしていただきました。その中で、子どもたち
の言葉遣いについてご意見をいただきました。言葉遣いについて、今後も学校全体で「あたた
かい聴き方 優しい話し方」や「ぽかぽか言葉」の取組を継続し、人との関わり方について子ど
もたちに粘り強く声をかけ、働きかけていくことが必要だと再確認しました。また、家庭や地域で
の言葉遣いについても取り組んでほしいとの声がありました。子どもたちが、見守っていただい
ている地域の方に声をかけていただいたときの受け答えにも課題があるとの声が出ています。
今後も取組を検討しながら子どもたちに指導し、声をかけていきますので、家庭や地域からの
ご助言やご意見等があれば、ぜひお知らせいただくようお願いいたします。 
 

第２回学校運営協議会開催 ８月１７日 

 「学校体験」として、西九州大学２年に在学する学生４７名が、若楠小学校で１週間過ご
します。各学級に３～４名の「先生」が入り、始業から給食準備までの時間、授業や休み時
間等の様子を見学し、子どもたちと関わることができるようにしています。この「学校体験」は、
教師の仕事や学校の様子、子どもたちへの関わり方を学生が学ぶ場ですが、子どもたちに
とっても目上の人との接し方や言葉遣いについて学ぶ良い機会です。きっと 
学生にとって、明るく素直な若楠っ子の良さをたくさん感じる１週間になると思 
います。教師を志す学生のために、ご理解いただくようお願いいたします。 

昨年、「いのちの授業」として６年生（現中１）に講話をしていただいた元小学

校長の村岡智彦氏が『母の背に』(佐賀新聞社)を出版されました。現在、嘉瀬小学

校ボランティアネットワーク（ＫＳＶＮ）顧問としてご活躍されています。『母の

背に』は、村岡氏が１０年前に自費出版された『私が歩んだ心の旅路』に続く、第

２弾です。出版にあたっては、ロシアのウクライナへの侵攻による惨劇、特に「子

どもを必死で抱きしめながら逃げ惑う母親たちの姿（本文より）」にたまらず筆を

執られたそうです。先日、直接お会いしてその想いを伺い、改めて、命がつながっ

ていくこと、家族、人との関わり、平和…に、様々な思いを巡らせています。 

「平和を願う会」では、６年生が平和について学び考えたことを劇や 

プレゼンで全校に伝え、各学級の「平和の誓い」を発表しました。一人 

一人が平和について学ぶことができた集会でした。 

私自身は、これまで６年担任・校長として､子どもたちと一緒に十数回長崎で平和について

学んできました。教師の学習会で１日研修に出かけ、市内を巡ったこともあります。昨年度、

語り部の城臺美彌子さんが講話を終えられて、「私は、体調を崩された森口貢さんに『自分

の分まで子どもたちに伝えてほしい』と託されています」と話されました。森口さんは、私

が６回ほどご縁をいただいた語り部さんで、平和と命の大切さを伝えようと被爆遺構を一緒

に歩きながら説明をし、講話をされる方でした。平和の鐘を聴きながら手作りの紙芝居を見

せていただいたこともありました。その森口さんが昨年末に亡くなられました。 

本年度、お話をされた八木道子さんは、「何のために生きてきたのか」と繰り返され、子

どもたちに「今もなお戦争があること、核兵器が存在することについて考えてほしい、自分

ができることをしてほしい」と伝えられました。私は、６年生が語り部の八木さんから平和

への熱い思いや平和のバトンをしっかりと受け取っていることを感じました。子どもたちだ  

けでなく私たち大人も、これからも学び、考え、行動していきたいと思います。 



 

 


